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A Study of the principles and methods of language arts unit learning confi guration
Seiji NAGUMO
Department of Human Sciences and Arts
“Unit learning” is said to be effective, as a language arts teaching method to convince both the 
teacher and child. However, in reality, there has been almost no research into how to confi gure 
the unit about what to deploy.
So through my own lesson study, I have been thinking about how to reveal the purpose of the 
unit learning, and how to achieve it. The summarized results described in this paper describe 
these “principles and methods of language arts unit learning confi guration.”
Key words： language art unit learning（国語科単元学習），principle of unit learning（単元学習構成の原理），




























































































【 国語科 単元学習構成の方法 】
次に示す６つの要素を丁寧に洗い出し、相互の関連を構造化しながら単元学習のデザインならびに、
）動行（。う行を善改・価評のそと開展践実 Action






オ．学習活動・学習過程の組織；学習環境・条件の整備 ： ～をして ～を活用して
開展的体具の価評・援支・導指：化体一の習学と価評、導指と価評．カ



















↑↓ ↑↓ ● 読むこと、書くことを通して情報を正確にとらえ、発見・探
教材・学習材の授業実施・授業ﾃﾞ ｻﾞ ｲﾝ 究をもとに情報を創りだしていく説明的文章を中心とした単元
選択・開発＆研究＜単元学習 ＜単元学習 学単元の構成と展開
の展開＞ の構成＞ ● 一人ひとりの〈読み〉を大切にした、文学的文章を中心とし
た単元学習の構成と展 ・開 教科書教材の積極的活用
・学習活動の活性化 ● 書くことを通して認識力・表現力を培う文字言語を中心とし ・教材の研究・開発（価値内容の高いもの、
・学習記録の活用 た（作文・書写）単元学習の構成 か確開展と なことばの学習追究が可能なもの、言








育成すべき能力のおさえ 学ぶ 学・力 習活動の組織
学び方の育 習学成 環境・条件の整備
・国語科目標分析を基にして、より確かで豊かな生き
て働くことばの力（言語生活力）を育成するために ・学び方の学 目・と習 的意識や必要感に支えられた言語活動
・言語学習を通して、育て得る言語能力 言語技能が 「方の学力」 総・得習の 合的で多彩な言語活動
何であるかを見き ・てめわ 支える学習 言・力 語能力を高める（育成する）言語活動
・言語感覚を豊かなものにするために 育てる学習 価・力 値ある言語活動
言語理解を確かなものにする 個・長伸のにめた 別化・個性化への配慮
・情報収集・処理・活用、情報構成力・情報発信力を ・わかる・で 学・・るき 習が成立する過程の吟味



















子ども（学び手）の実態 〔一人ひとりをみつめて〕 ： 学習者の実態・ ⇔ Ｃ
（どんな子どもたちが…、既習力の状態や課題把握…、 （学習履歴・学習経験・ア
どういう学習体験が必要か…等をよく吟味して、 ） 学習力の把握）





教材、学習材の選択・開拓 〔～で、～を活用して〕 ：教材・学習材・ ⇔ Ｄ
究研の的本基的礎基、…てし用活に的極積を材習学・材教なんこ（エ
内容の習得・探究過程でこそ個別化・個性化を…、 ） （学習対象・活動内容）
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【単元学習 が 成立する過程】 【単元学習の展開と学習支援の観点】
興味 ・これから始まる学習に向けて興味・関心を多
















化 見通す ●課題追究の方 把 られるよう支援し、一人一人が課題達成＜問




調べる ●課題達成（解 学 聞く・話す｝言語活動を効果的に仕組み、言
能 ・ 決）のために 習 語活動相互の活性化を図る。一人一人の具体
確かめる ・新たな問題 課 的な学習内容のおさえと活動を明確にする。
動 ・ や課題 題 ・多様な作品、数多い意見や感想と出会い、自
。くいてしにか豊でか確を見意やえ考の分のるめとま
化 （読む書く ・より高次の 追 ・自らの力、既習力を駆使して課題解決してい




覚 振り返る ●自分の学習を 課題 ・学習記録（文字言語表現・音声言語表現）を
・ ●友や仲間たち の 積極的に学校生活の中に役立たせる。





用 生かす ●次の学習に の した内容をどのよう表現し、生かしていくか
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指している第 1 期生 6 名（3 年生）、第 2 期生 7 名（2
年生）、第 3 期生 9 名（1 年生）を念頭におき、教師
力育成に役立つテキスト的役割も意識して書いたもの
である。本年 5 月から始まった日野市内小学校のご協
力による本学 1 期生「4 週間の教育実習」も、最終の






① ② . 第 1巻 p.196、③ｐ .459　角川書店）
2）　 藤岡完治（1997）（『新学力観のための指導と評価』全 3
巻　第 2 巻第 1 章　pp11 ～ 33　ぎょうせい）
3）　 藤岡完治（1989）（『指導と評価』Voll35　No.4　pp.11 ～
12　図書文化社）
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の南雲の「教育研究ノート：藤岡ゼミ記録」　から抜粋
していることをお断りしておく。
5）　上田　薫（1983）（『学力と授業』pp.135～207　黎明書房）
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